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留萌市の農家及び漁家の推移 
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「田んぼでななつぼしレストラン」  in るもい                 
平成２５年９月２９日  東幌糠の水田隣接地 参加者２０名 参加料１，５００円 

【目 的】 
生産者と消費者の距離を縮めることで、留萌の農業への理解
と高品質米産地のＰＲ、留萌食材の発信により、農産物の消
費拡大と新たな活用を図る。 
 
【内 容】 
・稲穂を見ながらの農道フットパス 
・生産者からの南るもい産米の紹介 
・昼食会（プリムールのシェフの調理による） 
 《メニュー》 
  ① 留萌産野菜を使ったバーニャカウダー 
  ② 南るもい産米ななつぼしを使ったリゾット（野菜、魚貝） 
  ③ 硬質小麦『ルルロッソ』を使ったラザニア 
  ④ 留萌産野菜を使った健康スムージー 
 
【主 催】  
留萌市（顔の見える農業・漁業元気プロジェクト事業） 
 
【協 力】  
 南るもい農業協同組合 
 フィールドるもい実行委員会・ 
 ダイニング＆ワインバー プリムール 
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ルルロッソ乾燥パスタの製造販売 

小売価格 ３８０円（２００ｇ） 
１１月８日から、お勝手屋萌・ルピ
ナス・中央スーパーにおいて販売 
 
来年からは北海道どさんこプラザ
のＪＲ札幌駅店・東京有楽町店・名
古屋店の各店において販売予定 

『ルルロッソ乾燥パスタ』商品化検討会 
【日時】  平成２５年９月２５日１３時半～ 海のふるさと館 
 
【目的】 
ルルロッソについて、保存性が高い「乾燥パスタの商品化」を目指
すために「留萌・麦で地域をチェンジする会」やシェフ等をはじめと
する関係者による商品化検討会を開催しました。 
 
【評価者】 
ルルロッソを使用するレストランシェフ（札幌市、留萌市、羽幌町） 
料理研究家、商品研究所、製麺業者、JA、製粉会社、 観光協
会、留萌振興局、小平町、留萌市関係者 など約３０名 
 
【試作・試食品】 
スパゲッティ（丸麺）とフェットチーネ（平麺）乾燥パスタ ８種類 
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オールるもい産切干大根の製造 

あくまでも、商品イメージです。 

乾燥野菜（オールるもい産切干大根）によるスモールビジネス支援 
 
【目的】 
高齢者、障がい者が農家と連携し、生産から乾燥加工までをすべ
て留萌完結型での商品開発を通じて農作業＋商品開発型のス
モールビジネスモデルの構築を目的に取組を進めています。 
 
【生産、集荷、加工、販売、流通の体制構築】 
1. 農家による大根（切干大根用品種）の生産（3,000㎏） 
2. 農作業支援（収穫、洗浄、集荷） 
3. 高齢者や障がい者による乾燥加工製造（皮むき、手切り、袋

詰め）（こさえーる） 
4. 商品化イメージ（50ｇ入り約3,000袋） 
 
【主催】るもい農業「人」と「食」の交流推進協議会 
   （実施主体：生産者、ＮＰＯふれあいの家、ＪＡ、市で構成） 
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大阪・梅田生花市場での留萌物産展 
                                 平成25年１０月２日（水）～３日（木）  

【目 的】 
留萌地域の花卉（トルコギキョウ等）は、大阪梅田市場へ流通し
ている中でも北限の産地として定着しており、市場主催のイベン
トにおいて特別ブースを設け、当産地の生産者による花卉を始
め、農水産物の販売、ＰＲを通じ、花卉栽培地域としての認知度
の向上を図ることを目的に参加しました。 
  
【催事内容】 
・るもいの特産品試食、販売 
・アトラクション 
 新米の無料試食提供、200円でのミニトマトのカップ盛り放題 
販売品目 
 南るもい産米ななつぼし、ミニトマト、ルルロッソ（生パスタ）、 
オロロンなたね油、やん衆造り味付け鰊など２０品目 
 
【共 催】 るもい農業「人」と「食」の交流推進協議会 ・ 留萌市 
 
【協 力】 ＪＡ南るもい、留萌水産物加工協同組合、ＮＰＯ法人 
留萌観光協会 

留萌市で栽培されている花の種類 

トルコキキョウ 

デルフィニューム アリウム・ギガンチウム 

ヒマワリ 
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留萌市における『カキ養殖試験』  
【目的】 
１．安定的な漁業生産体制の構築に向け、「獲る漁業」に加え
「つくり育てる漁業」（養殖業）の展開が必要。 
２．留萌沿岸域（礼受・三泊漁港、留萌港、塩見海岸等）におい
て天然カキの自生が近年著しく認められる。 
３．天然カキを使用した「養殖業」の可能性について模索し新た
な漁業生産体制を構築したい。 
 
【試験で解ったこと】 
■天然カキの種類 
  「マガキ」（北海道立栽培漁業センターへＤＮＡ鑑定） 
■生食用として利用可能か？ 
       『生食用として利用可能』 
■食味検査 
  市職員等関係者における食味検査の実施 『特に問題なし』 
■どの時期に身入りが良いのか（出荷適期）？ 
     『7月に身入り良い』（夏出荷） 
■採苗試験 
  天然カキからの大量採苗は可能か（養殖管理）？ 
      『約2,500個体のカキ稚貝を採苗』 

カキ養殖試験進行中 
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